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肉体的要因で結果が左右されにくいeスポーツでは、選手の実力・コンディション・基礎能力（視覚能
力）を把握することが困難でした。本研究は、脳科学的アプローチによって、eスポーツ選手のこれらの
特性を客観的に評価しました。

eスポーツ選手のパフォーマンスと身体の生理状態・脳活動の関係を調べることで、試合中の心拍同
期が選手の実力を反映することが分かり、未来の勝敗と関連する脳の状態が見つかりました。また、
視覚科学の研究成果に基づき、視覚情報処理能力と選手の強さの関係にも注目しています。

eスポーツ競技に適した認知機能と生理状態を、多角的なアプローチから明らかにし、その知見に基
づいて、eスポーツ選手が実戦環境でパフォーマンスを向上させるための脳科学的な方法論を確立し
ます。

eスポーツ達人の脳力

Performance, physiological state, and brain activity

パフォーマンス、身体の生理状態、脳活動の相互関係

eスポーツと選手特性
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• 実力

• コンディション

• 基礎能力（視覚能力）

各選手の特性
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心拍同期が実力を反映[1]
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未来の勝敗と関連する
脳の状態を発見
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研究所提案の視覚テスト
「シカクノモリ」[2]で能力測定

強さにつながる視覚
情報処理能力の追究

視機能から視覚認知まで広がる

多様な視覚能力に注目

複数物体追跡

コントラスト
感度

視野周辺で
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